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本
年
も
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て

市
勢
発
展
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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議
会
運
営
委
員
会
を
は
じ
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
委
員
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

議
会
運
営
委
員
会 

９
人

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
天
皇
陛
下
の
御
退
位

（
御
譲
位
）と
皇
太
子
殿
下
の
御
即

位
が
国
民
の
祝
福
の
中
で
つ
つ
が

な
く
行
わ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
両
陛

下
の
御
健
康
と
御
皇
室
の
御
繁
栄

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
平
成
31
年
の
初
春
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
の
臨
時
会
に
お
い
て

推
挙
い
た
だ
き
、
議
長
、
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
重
責
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。
精
一
杯
任
務
を
全
う
す
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
で
は
、
条
例
や
予

算
の
審
査
に
お
い
て
多
く
の
委
員

か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
４
常
任
委
員
会
を
、

総
務
文
教
委
員
会
・
生
活
福
祉
委

員
会
・
産
業
建
設
委
員
会
の
３
常

任
委
員
会
に
再
編
し
ま
し
た
。
ま

た
、
各
議
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
貸
与
し
、
議
会
の
資
料
等
を
電

子
化
し
て
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議

を
始
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以

　
平
成
30
年
第
４
回
臨
時
会
を
11
月
20
日
、
21
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
は
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
の
ほ
か
、
任
期
満
了
に
伴
う
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

な
ど
議
会
構
成
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
監
査
委
員
の
選
任
に
係
る
人
事
案
件
１
件
に
同

意
し
ま
し
た
。

今塩屋 裕一　副議長 福田 俊一郎　議長

上
に
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
第
２
次
薩
摩
川
内
市
総

合
計
画
に
お
い
て
将
来
都
市
像「
人

と
地
域
が
躍
動
し　

安
心
と
活
力
の

あ
る
ま
ち　

薩
摩
川
内｣

を
目
指
し

て
い
ま
す
。
平
成
31
年
度
は
、
第
２

次
薩
摩
川
内
市
総
合
計
画
の
基
本
構

想
期
間
10
年
を
２
期
に
分
け
た
前
期

基
本
計
画
が
最
終
年
度
と
な
る
、
５

年
目
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
と
と
も
に
、
国
が

推
進
す
る｢

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生｣

に
基
づ
き｢

総
合
戦
略｣

を
策

定
し
、
本
市
の
人
口
減
少
の
歯
止
め

や
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
、
本
市
へ

の
新
し
い
人
の
流
れ
を
作
る
な
ど
の

施
策
を
重
点
化
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
当
局

と
は
互
い
に
議
論
を
積
み
上
げ
、

市
勢
発
展
と
市
民
の
皆
様
の
福
祉

向
上
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
穏

や
か
で
実
り
の
多
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

薩
摩
川
内
市
議
会

　
　
　

議　

長　

福　

田　

俊
一
郎

　
　
　

副
議
長　

今
塩
屋　

裕　

一

各
委
員
会
の委

員
構
成
が
決
定

就

任

あ

い

さ

つ

新
た
な
議
会
構
成
が
決
ま
る

議
長
に
福
田
俊
一
郎
議
員
を

副
議
長
に
今
塩
屋
裕
一
議
員
を
選
出

第４回臨時会

 ［
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］
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］
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晃
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 ［
委
員
長
］

  　
　

川　

添　
　

公　

貴

 ［
副
委
員
長
］

  　
　

川　

畑　
　

善　

照

 ［
委　
　

員
］

  　
　

上　

野　
　

一　

誠

  　
　

杉　

薗　
　

道　

朗

  　
　

井　

上　
　

勝　

博

  　
　

森　

永　
　

靖　

子

  　
　

石
野
田　
　
　
　

浩

  　
　

成　

川　
　

幸
太
郎

  　
　

森　

満　
　
　
　

晃

  　
　

松　

澤　
　
　
　

力

川
内
原
子
力
発
電
所

対
策
調
査
特
別
委
員
会

 

10
人

総
務
部
（
国
民
健
康
保
険
税
は
除
く
）、
企

画
政
策
部
、
会
計
課
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査
事
務
局
、

議
会
事
務
局

所
　
　
管

瀬尾　和敬

福田　俊一郎

上野　一誠

 杉薗　道朗

川畑　善照

大田黒　博

今塩屋　裕一

永山　伸一

宮里　兼実 

川添　公貴

新原　春二成川　幸太郎

持原　秀行帯田　裕達

落口　久光

坂口　健太

福元　光一

下園　政喜

森満　晃

総
務
文
教
委
員
会

８
人

市
民
福
祉
部
、
国
民
健
康
保
険
税
、
消
防
局
、

水
道
局

所
　
　
管

委員長
徳永　武次

委員長
中島　由美子

委員長
石野田　浩

副委員長
井上　勝博

副委員長
森永　靖子 

副委員長
松澤　力

生
活
福
祉
委
員
会

９
人

農
林
水
産
部
、
商
工
観
光
部
、
建
設
部
、
農

業
委
員
会

所
　
　
管

産
業
建
設
委
員
会

８
人

各　種　委　員 委　員　名

監   査   委   員 持　原　秀　行

土 地 開 発 公 社 理 事 石野田　　　浩
下　園　政　喜

民 生 委 員 推 薦 会 委 員 宮　里　兼　実
森　満　　　晃

都 市 計 画 審 議 会 委 員

杉　薗　道　朗
川　添　公　貴
帯　田　裕　達
落　口　久　光



会  派  の  構  成 　
会　派　名 所　属　議　員

自民むつみ会
（８人）

◎瀬　尾　和　敬　　福　田　俊一郎

　川　畑　善　照　　森　永　靖　子

　宮　里　兼　実　　川　添　公　貴

　福　元　光　一　　徳　永　武　次

みんなのひとみ
（６人）

◎森　満　　　晃　　下　園　政　喜

　帯　田　裕　達　　落　口　久　光

　松　澤　　　力　　坂　口　健　太

　
会　派　名 所　属　議　員

新創会
（４人）

◎上　野　一　誠　　今塩屋　裕　一

　持　原　秀　行　　成　川　幸太郎

新生会
（４人）

◎永　山　伸　一　　大田黒　　　博

　石野田　　　浩　　新　原　春　二

公明党
（２人） ◎中　島　由美子　　杉　薗　道　朗

(会派に属さない議員) 　井　上　勝　博

◎会派代表者

4
市議会だよりは、国産竹を10％使った紙（中越パルプ工業株式会社川内工場で製造）を使用しています。

　薩摩川内市議会では、会議のペーパーレス化の推進のほ

か、議会内の情報共有、事務の効率化、市民への情報発信、

そして経費削減を図るため、タブレット端末の導入をこれま

で検討してきました。

　検討の結果、全議員にタブレット端末を貸与することとな

り、研修会や模擬本会議を実施した上で、平成３０年第５回

定例会から正式に運用を開始しました。

　現在、本会議や常任委員会等の会議は、従来の紙による

資料も残しつつ、各議員が電子データ化された資料をタブ

レット端末で確認し、議案の審議等を行っています。

　今後は、会議のペーパーレス化を更に進めることで、会議

資料の印刷とこれに係る人件費について経費削減を図るとと

もに、災害時の迅速な情報伝達や広聴広報活動等にも活用

し、議会全体の活動の充実につなげていきます。

　なお、タブレット端末を地域活動等にも活用するため、

各議員は経費の一部を負担することにしています。

議会にタブレット端末を導入しました議会改革
取組の紹介

「広報委員会」も新メンバーでスタート
　広報委員会も新メンバーとなりました。

　市民に身近で、読みやすい市議会だよりを目指して、時に

は斬新な編集にも取り組みますので、よろしくお願いします。

〔委 員 長〕
〔副委員長〕
〔委　　員〕

坂　口　健　太　
落　口　久　光
永　山　伸　一　　新　原　春　二
下　園　政　喜　　松　澤　　　力紙面編集中の広報委員会


